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　筆者 らは これ ま で の報告
2v4 ）

に お い て ， 植物生育調節剤 テ トシ ク ラ シ ス （試験名 ： BAS 　106 ） は ，

水稲育苗 に お け る苗 の 徒長 防止 に役立 つ と と もに ， 中苗育成の面で も利用 で きる こ とを指摘 し ， ま た

苗齢 の よ り進んだ中苗を育成す る に は ，浸種処理 と床土灌注処理 また は 出芽後散布処理 との組合せ 処

理 が必要であ る と報告した。と こ ろが ，1982 年 に 日本植物調節剤研究協会が企画 した全国的連絡

試験で は ， 床土灌注処理の 効果が 不明確で あ り，本剤は床土の種類によ っ て 薬効が変動する の で は な

い か とい う問題提起がな された 。 そ こ で ， こ の こ とに つ い て 1983 年に検討を加 えた結果 ， 床土 に

よ っ て 薬効が明 らか に異な る こ とが 認 め られ た の で ，本報で は こ の 点に つ い て 述 べ て み た い 。

材料お よ び 方 法

　供試薬剤は テ トシ ク ラ シ ス 1％水和剤 （試験名 BAS106W ）で ，水稲品種 日本晴 を用 い ，つ ぎの

諸試験を 1983 年に実施 した 。

　 〔予備試験 1〕 「薬液灌注床土へ の種子埋土処理 の 作用性」で は ，育苗箱当 た り土量 3．6kg の 播種

床に濃度 5 段階 （成分 4
，
8

，
16

，
32 ，64PP皿 ）の 薬 液を 1，24 ／箱灌注 した の ち ， 30 ℃ で 33

時間浸種 した催芽期の 籾 を置床 し ， 土量 0．8　kPで覆土 を行 い
， 30 ℃ で 15 時間経過後 に籾を取 り出

して水洗 い し ， 4 月 30 日に箱当た り乾籾 2009 相当で播種 した。な お ，比較 と し て 薬液直接浸種

処理 区 （催芽期の 籾を使用 ， 成分濃度は 1 ， 2 ， 4 ， 8ppmの 4 段階 ， 30 ℃ ， 15 時間の 処理 ）を設け た 。

　 〔予備試験 皿〕 「土壌混 入薬液の 抽出液に よる浸種処理 の 反応」で は ，薬液濃度 3段階 （成分 5 ，

10 ，20　ppm）と土壌混 入量 3段階 （薬液量 IOO　me 　｝C対 し土量 25 ，50 ，
1009 ）との 組合せ で ， 30

℃ ，8 時間の イ ン キ ュ ベ
ー

シ ョ ン を行 っ たの ち，その ろ過抽出液に催芽期の 籾を 30 ℃ で 15 時間浸

漬し ， 浸 種処理後 い っ たん水洗 い して 5月 9 日 に箱当た り乾籾 2009 相当で 播種した 。 な お ，比較

と し て成分 2 ， 5ppm薬液に よる直接浸種処理区 （処理方法は予備試験 1に 準じ る ）を設け た。

　 〔試験 Ia 〕「育苗用人 工 粒状床土 に お け る灌注処 理 の効果
一

人 工床土 混 入薬液で浸種処 理 した 場

合の反応比較一
」 で は ， 第 1表に示 した 8種の床土 を用 い

， 成分 10 胆 の 薬液 100 　meee 対 し床土 の

＊
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第 1 表　供 試人 工 床 土 〔試 験 1 〕

略号 流通銘柄　　　（製造元 ） 略号 流通 銘柄　　　（製造 元 ）

A
　

B
　

C
　

D

粒
　
い

沖
　
ク

　 状 培 土 D （呉 羽化学 ）

い な ほ 粒状培 土 （い なほ化工 ）

沖積壌土 の水田土 （四国農試 ）

　 リ
ー ン 1号 （三 菱化成 ）

EFGHパ ー
ル マ

ッ ト1 号 （片倉チッ カ リン ）

グリ
ーンベ ース K − 1（日本〜《』 ライト）

合 成 培 土 2 号 （三 井 東 圧 ）

宇部粒状培土 2号 （宇 部 興 産 ）

混 入 量 を 25
， 50 ， 1007 の 3 段階 と し ， その 抽出液に よ る催芽期 浸種処理 （抽出，処理 の 方法は予

備試験 9に準 じ る ）を行い ，5 月 19 日に箱当た り乾籾 2009 柑当 で播種 した 。 な お，比較 と し て

成分 O．5 ，1
，

2 ，4ppmに よ る薬液直接浸種処 理 区 （処 理方法は予備試験 1に 準じる ）を設け た 。

　 〔試験 Ib 〕「育苗用人 工 粒状床土 に お け る灌注処理 の 効果
一

人 工 床土 育苗 に お け る出芽期灌注処

理の 反 応比較一」で は ， 試験 Ia と同 じ床土 を用い ，播種床 として の 土量は慣行の 80 ％ と し，6 月 13

日 に箱当 た り乾籾 1009 相当で播種を行 い
， 播Pt　3 日後に 成分 10ppmの 薬液を箱当た り0，56 灌注

し た 。 こ の 試験で は C 床土区 （当場水田 土供試区 ）に だ け基 肥 に 三要素各 19 ／箱を施用 した。な お ，

人 工 床土区 の 箱当た り基肥窒素量 は ，床土封入袋の 記載値か ら換算 して ，B 床土区は 2．29
， その 他

は 0．7 〜 1．39 とな る 。 追肥に は B 床土 区は除 い て 窒素 0，57 ／箱を施用した 。

　 〔試験 H 〕「薬液 へ の
一

般 土壌混入 に ょ る薬効減少度」 では ， 火 山灰土 2種 （愛媛県久万町 お よび

神奈川県海老名市で 採土 ），沖積壌土 2 種 （四国農試 内水田 で採土，A ：麦わ ら7 年連用田 ，
　 B ：稲

単作田 ） ， 人 工 床土 1種 （試験 1の A 床土 ）を用 い
， 濃度 5段階 （成分 5 ，10，20，30 ，50PPm ）の

薬液 100 　me に 対 して 土壌を 507 混入 し ，そ の 抽出液で 催芽期浸種 処理 を行い （抽出 ，処理 の 万法

は予備試験 1 に準 じ る ），7月 11 日に 箱 当 た り乾籾 2009 相当で 播種 した 。 なお ， 比較 と して 成

分 1，2，3，5・ppm による薬液直接浸種処理 区 （処理方法は予備試験 1 に 準 じ る ）を設け た。

　上記 以外の 育苗条件 は各試験共通 と し ，
っ ぎの よ うに実施 した 。 浸種 ，消毒 ，催芽は 30 ℃ の 定温

器内で 実施 し
， 消毒 は チ ウ ラ ム ・ベ ノ ミル 水和剤の 400 倍液で 24 時間行 っ た 。 床土に は 沖積壌土

の 場内水田土 （pH54 に 調整 ，
ヒ ドロ キ シ イ ソ キ サ ゾ

ー
ル 粉剤 59 ／箱 を混和 ）を用い ，箱当た り床

土 3、6kg ，覆土 0．8kgとした 。 箱当た り施肥量は基肥 に 三 要素各 19
， 追 肥 に 窒素 の み 0，59 とし た 。

出芽は 30QC 積み重ね方式で 2 日間 ， 緑化は遮光率約 80 ％ の ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム の トン ネル 内 で

3 日間行 い
， 硬化は露地 （ただ し予備試験は 無加温 ガ ラ ス 室内 ），上部 灌水管理 で 行 っ た 。

　なお ，本報で は，幼芽長は播種 2 日後の 測定値 で 示 し ，苗齢と葉位は完全藥の 葉数 で 示 し た。

実 験 結 果

　 1． 薬液灌注床土へ の 種子埋土処理 の 作用性 〔予備試験 1 〕

第 2x3 ＞
で詳述 した よ うに ，本剤 の 距 処理 の うちで 勳 が 最 襁 槻 れ る の 雌 芽 期 の 燵 で あ

るの で ， 本実験は この 点 に着目し て 実施 した 。 すなわ ち，床土が 飽和水分状態に な るよ うに薬液 を灌
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第 1 図　薬液灌注床土 へ の 種子埋土

　　　 処理 の 作用性 〔予試 1 〕
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第 2 図 　土 壌 混 入 薬液 の 抽出液 に よ る

　 　　 浸種処理 の 反応 〔予試 1 〕

注 し ， こ こ に催芽期の籾を置床し，覆土 して 30 ℃で 15 時間お き，この処理 に よ っ て 発現 され る薬

剤作用力 の 大小に よ っ て 土壌 と薬効との 関係を究 明 しよ うと試 み たが ， 結果 は 第 1図に 示 した よ うに ，

種子埋土 処理 で は ほ とん ど薬効が認め られ な か っ た 。

　 2．土壌混入薬液の抽 出液によ る浸種処理 の 反応 〔予備試験 n 〕

　 こ の 実験 で は ， 薬液に 土壌を混 入 し ， そ の 抽出液で催芽期の籾を処理 す る方法をと り， 薬液へ の 混

入土量の 多少で 薬効差 が 生 じ る か 否か を調 べ た 。 結果 は第 2 図 に 示 した よ うに ， どの 薬 液濃度にお い

て も混入土量が 多い ほ ど薬効が 明 らか に低下し ， しか も幼芽の 段 階で 反応 を把握で き る こ とが分か っ

た 。 した が っ て ，こ の 実験方法は ， 本剤灌注処理 に おけ る 土壌 と薬効 との 関係 を究明する うえで有効

で
， しか も簡便 で あ る と判断され た 。

　 3．育苗用人 工 粒状床土 に お け る灌注処 理 の効果 〔試験 1 〕

　供試 した育苗用人工床土 の うち ，A 床土は現 在流通量 が第 1位 とい われ る 床土 で あ り，B 床土 は前

年度の他場所の試験 で 薬 効が認 め られなか っ た床土 で あ る。 試験 Ia は 前項の 予備試 ige 　llに準 じた処理

法 で 検討 した もの で あ り，結果は 第 3 図 に 示 した 。 出芽段階で 処理 の 反応 が 強 く認 められ た区は そ の

後の 草丈で も抑制効果が大 きく ， 幼 芽長 に お け る反応 と播種 12 日後の 草丈 で の 反応 とは よ く合致し

て お り， 床土 の 違 い に よ る反応 差が 明らか に 認め られ た 。

　
一方 ， 試験lbは実際の育苗条件に お い て 出芽期 の 灌注処理 を行 い

． 床土別反応差 を謂査 した もの で ，

結果 は第 4 図に示 した 。 A 床土 お よ び B 床土 で は 処理効果が ほ とん ど み られず ，
　 H 床土 で は きわめ て

顕著な効果 を示 し ， 灌注処 理 で の 薬効は使わ れ る床土 に よ っ て 明 らか に 異 なる こ とが認め られ た 。 さ
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第 3 図　薬液へ の 人工 床土混入 と 薬効 と の 関係 〔試験 Ia 〕

／

ご拓
膿 齢 伽

li欝
翩 伽

　 　 ％

鱗
爵鞘 図 詈籌 1警
　　　　靈 簣茎竃殲 篝　　 蓋鎚 竃饕 竃竃

　　　　　　　第 4 図　出 芽期 灌注 処 理 の 床 土 別反応比 較 〔試験 Ib 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 注） 播種 18 日後 （約 3．3 葉期 ）の 調査 ， 図中数字は無 処理区の 実 長

らに
， 床土別 の 反応傾向は試験 Ia の そ れ とよ く符合 した 。

　4，薬液 へ の
一

般 土壌混 入 に よ る薬効減少度 〔試験 皿〕

　本試験は ，試験 la と 同 じ処理法 を行 い
， 自然土壌 に お け る処理反応 を幼芽長 に よ っ て 確認した もの

で ，結果は 第 5 図に示 した 。 火 山灰土系の 久万土壌お よび海老 名土壌で は薬効が小さ く ， この 両土 壌

で は沖積壌土系の 四 国農試内水田土 に 比 べ 薬効が半減する傾向 を示 した 。 また ，比較に用 い た 人 工 床

土 （試験 1の A 床土 と 同 じ）で は薬効が 最 も劣 っ た 。この ように ， 土壌 に よ っ て 薬効が 明らか に異な
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抽 出 液 に よ る 浸 種 処 理

第 5 図　薬液 へ の
一

般土 壌 混 入 に よ る 薬効減 少度 〔試験 皿 〕

っ た が ，
い ずれ の 土壌に お い て も薬液濃度 を高 くす る と幼芽の 伸長抑制度が 強まり， 人 工 床土 の うち

で 薬効が最 も現れ に くか っ た床土で も高濃度処理 区で は かな りの抑綱効果が 認め られた 。

考　　 寮

　上記 の 諸試験の 結果か ら，本剤を灌注処理 した 場合の 薬効は床土 に よ っ て 変動す る こ とが 明 らか と

な り，前年度に各地 で 行われた数多 くの 試 験例で 結果が変動 した の は床土 の 違 い による と こ ろが大 き

か っ た と思われる 。

一
般 に ， 土壌中に お ける薬効の 低下は ，水に よ る下方へ の 移動や 薬剤 自体の 不 活

性化な どに よ る と い わ れ て い るが ， 灌水が過度に行わ れ な い 箱育苗で は薬剤 の 流亡 は あ まり考 え られ

な い 。 した が っ て ， 本剤 の灌注 処理 の 薬効が床土 に よ っ て 異な る の は ， 薬劃の 土壌吸着 ， 微生物に よ

る分解 あ る い は化学的分解な どに よ る不 活性化に 基 因する と思われ る。 筆者 らが行 っ た倒伏防止剤 と

し て の 作勝 蠏 明鑞 の結果
1）
か らみ て ， 本斉臆 効力孅 期勵 竰 い とみ られる もの の ，こ 禰 汾

解に よ る もの か 土壌の 吸着に よ る もの か は 明らか で な い 。 い ずれ に して も，床土に よ っ て灌注処理 の

効果 が異な るとい う点は ， 本剤利用上 ，と くに中苗育成面で 問題 となろ う。 もっ と も ， 試験 丑で み ら

れた よ うに ， 薬効が 出に くい 土壌で も処 理薬量 を多 くすれ ば効果が期待で き る の で ， 供試土壌に対す

る適薬量の事 前調査をすれば問題は
一応解消 されよ う。

　 こ の 事前調査 に は試験 韮で 行 っ た方法 ，すなわち ， 数段階の 濃度の 薬液 に
一定量の土壌 を混 入 し ，

その抽出液で催芽期 の 籾を処理す る 方法が適用 で き ， しか もこ の場舎 ， 幼芽長によ る單期 判定が可能

で あ る 。 今後 さらに ， 土壌の 理 化学的性質 と薬効 との 関係 を解明する こ とが必要 で あ る。
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摘　　 要

　水稲品種 日本晴を用 い
， 植物生育調節剤テ トシ ク ラ シ ス 1 ％水和剤の 各種土壌に お け る灌注処理 の

効果を検討 し ， 大要つ ぎの よ うな結果 を得た 。

1． 薬液に 育苗用人 工 床土を 混 入 し 8 時間後の 抽出液で 催芽期 の 籾の浸種処理 を行 っ た場合 ， 播種 2

　日後の幼芽長が抑制され た 区 で は 2葉期 の 草丈 も短 く ， 両 者の 間に きわめて 密接な関係が認め られ

　た 。 また ，抽出液浸種処理法で効果が小 さか っ た人工 床土で は出芽期の 灌注処理 で も効果が劣 り ，

　両処理法間 で 床 土別反 応 は きわ め て よ く符合 した 。

2．薬液へ の
一
般土壌混入 に よ る抽出液浸種処理 の場合，火 山灰土系の 土壌で は沖積壌土系の 土壌に

　比べ 薬効が ほ ぼ半減する傾向を示 した 。 なお ， 薬効が 現れ に くい 土壌で も薬液濃度を高 くすれ ば十

　分な効果が得 られた 。

3．以上の よ うに ，本剤の灌注処理で は床土の種類 に よ っ て 効果が 異な る の で ，的確 な効果 を得 る た

　め に は適薬量の 事前調査 が 必要 で あ る が ， それ に は薬液へ の 土壌混入 に よ る 抽出液浸種処理法が 利

　用 で きる 。

引 用 文 献

1． 小松良行 ・松尾喜 義 ・ 片岡孝義　 1981 ． 水稲倒伏防止剤 テ トシ ク ラ シ ス の作用特性．日作四国

　支紀　 18 ： 23 − 28．

2．　　　　 ・片山信 浩 ・片岡孝義　 1982．　水稲機械移植用育苗におけ る徒長防止剤 の 利用 に 関す

　る研究E 第 4 報　浸種処理 と播種前 ・出芽後処理 との 併用 によ る中苗育成．日作四国支紀　 19 ：

　 55 − 60．

3．松尾喜義 ・小松良行 ・片岡孝義　 1981 ．

4．

第 2報

第 3 報

処理方法お よび処理時期の 違い に よ る作用性．日作四国支紀　 17　 7 − 15．

　 ・　　　　　　 ・　　　　　　　　 1981．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．一一＿．

中苗育成へ の 適用性．日作四国支紀　 18　 17　− 21．

一16一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


